

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































対物賠償保険 ○ O 基本契約
搭桑者傷害保険 ◇ ◇ 基本契約
無保険車傷害保険 なし なし
章両　保　険 ○ なし O
（出典）各種資料を参考にLて筆者作成。
　　（○：任意に選択可能，◇：対人賠償保険または対物賭償保険に添付可能）
　一般自動車保険（BAP；Basic　Automobi1e　Po1icy）は，いわば単品売りの白動
車保険であり，保険契約者が，対人賠償保険（自損事故保険自動付帯），対物
賠償保険，車両保険を任意的に選択することができ，さらに対人賠償保険また
は対物賠償保険を選択した場合には搭乗者傷害保険を添付することができる保
険商品である。また，いわゆるぺ一パードライバーを対象とした「他車運転者
賠償貢任保険」（ドライバー保険）がある。
　これに対して，白動車総合保険（PAP；Package　Auto皿obile　Policy）と自家
用自動箪総合保険（SAP；Specia1Auto卿bi1e　Policy）は示談代行サービス付の
パッケージ保険である。PAPでば，対人事故に関する示談代行が行われ，対
人賠償保険・自損事故保険・対物賠償保険・搭乗者傷客保険・無保険車傷害保
険を基本契約とし，車両保険を任意的に添付することができるものである。
SAPは，PAPの基本契約と車両保険を一括してセットにしたものであり，対
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人事故と対物事故に関する示談代行が行われる。この4種類の保険に添付し
て，担保範囲を拡大または縮小し，保険料を調整するための特約は，ユ00種類
を超えるまでに急増していた。これらの特約は，！965年の約款改定の際に12種
類であったものが担保範囲の拡大期と多様化期に急増したものであった。
V、自由競争期
　自由競争期（1997年～　）は。料率と商品の両面において、損害保険会社各
社による自由競争が展開される時期である。
1、リスク細分型自動車保険
　アメリカンホーム保険会社は，ユ997年9月ユ日に通信販売専用の自動車保険
として，「リスク細分塑自動車保険」を発売した。また，ユ998年ユ0月ユ日に
チューリッヒ社が，1999年2月1日にウインタートウル杜が、1999年4月27日
にアクサ損害保険が，ユ999年9月ユ6日にソニー損害保険会社が，次々とリスク
細分型自動車保険の認可を取得した。このリスク細分型自動率保険は，販売会
杜独自の判断でリスクが細分化され，販売会社独白の保険料率が適用されるも
のである。その緒果，これまでの損害保険業界における自動車保険の統一約款
体制は，崩れることになった。このようなリスク細分型保険は，従来のSAP
やPAPに相当するセット保険であり苛担保の内容を拡大したり縮小するもめ
ではなく，既存のSAPやPAPの担保内容に対して，各被保険者毎の料率を設
定しようとするものである。従って，リスク細分型保険は，自動車保険の担保
内容が変化したものではなく，保険料率の算出方法が変化したものであるとい
える。っまり，自動車保険に数多くの特約を添付するごとによって，保険料率
を調整してきた延長線で現れたものであると考えられる。
　このリスク細分型自動車保険は，リスクの低い被保険者が不当に高い保険料
を支払っているという主張に基づくものである。従って，従来の自動車保険と
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比較してリスクの高い被保険者の保険料は高くなり，リスクの低い被保険者の
保険料は低一くなることが予想された。その緒果，不良リスクを事実上拒絶し，
優良リスクのみを独り占めしようとするものであるとも非難された。このリス
クの細分化に伴い，リスクの高い階層の保険料が一気に跳ね上がることのない
ように，認可における審査墓準が保険業法施行規則に定められている幽。
2．人身傷害補償保険
　従来の自動単保険には，自分の過失に相当する被保険者の人身損害が，加害
者の損害賠償貢任に基づいて加害者の保険からてん補されることに起因する隈
界がある。自分の過失に相当する被保険者の人身損害は，相手方の保険からも
被保険者自身の保険からもてん補されないからである。被保険者自身の保険か
らてん補される貞損事故保険・搭乗者傷害保険・無保険車傷害保険があるにし
ても，これらにも限界がある。貞損事故保険は，第3者の加害行為がなく単独
で事故を起こした場合の損害がてん補されるものであり，自賠責保険における
限度額の半額を限度として，傷害などの程度に応じて一定額が支払われる一種
の定額保険である。また、搭乗者傷害保険は，対人賠償保険の給付とは別個に
支払われる一種の定額保険であり，保険金額を自由に設定できるとはいえ，通
常引受時に保険金額が制限されるものである。無保険車傷害保険も，過失相殺
が行われた後に，死亡または後遺障害に隈定して相手方に損害賠償責任が認め
られる金額までしカ’てん補されないρこのような現象は，賠償責任保険におい
ては，交通事故被害者救済のために，過失のすべてが担保されるようになって
きたが，被保険者自身の過失による自分の人身損害は，自損事故保険で見るよ
うに，自賭責保険で行われる最大50％の過失相殺を考慮して，その担保が制隈
されるべきであるというこれまでの考え方の結果であった。
網　保険業法施行規測付則（総務部令・大蔵省令第7号X
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　このような既存の自動車保険における被保険者自身の人身傷害の担保に対す
る限界に対応するため、東京海上が，自動車保険料率算定会の料率によらず独
白に開発した「人身傷害補償」担保を付帯した自動車保険である「TAP
（Tokio　Automobi1e　Po1icy）」を1998年10月1日から発売した。このTAPは，
上記のリスク細分型保険に対抗する意味もあった。しかし，その後，各損害保
険会社がこれに追随し，現在は殆どの損害保険会社が人身傷害補償保険または
人身傷害補償特約を販売しており，各社別にその内容が少しずつ異なってい
る。
　このような人身傷害補償保険は，基本的にPAPまたはSAPをべ一スにし
て，被保険自動車二に搭乗中の人が被った人身損害の全額を，過失相殺なしに自
分が契約した保険会社に講求できるファーストパーティー型の保険である。ま
た，被保険者㈹は，歩行中または他人の車に乗箪中の事故の場合にも，死亡・
後遺障害だけてなく傷害による損書がてん補される。従って，被保険者が，人
身事故の加害者・被害者いずれの場合でも，事故相手との示談代行にわずらわ
されることなく，自分が契約した保険会社に損害額に相当する保険金の請求を
可能にし，これまでPAPまたはSAPで担保されていなかった過失相殺などに
よる被保険者自身の治療費・慰謝料・休業損害などがてん補されることになっ
た。保険金を支払った損害保険会社は，事故の相手またはその保険会社に対し
て過失割合に応じて求償を行うことになる。
　ごの人身傷害補償保険は，自損事故保険の必要性をなくしている。自損事故
保険は，被保険者の過失割合が100％の場合の被保険者自身の人身損害がてん
補されるプァーストパーティー型の保険であるからである。また，無保険車傷
害保険は，死亡と後遺障害に限定して，被保険者の人身損害に対して過失相毅
が行われた後の相手方の賠償責任額までてん補されるファーストパーティー型
鯛綾保険者とは，記名被保険者およびその配偶者・同居の親族，別居の未婚の子である。
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の保険である。しかし，人身傷害補償保険においては，過失割合に関係なく被
保険者の人身損害が全額てん補されるため，人身傷害補償保険の隈度額の範囲
内では無保険車傷書保険の必要性がなくなる。実際に東京海上が販売する新型
TAPは，傷害の保険，賠償責任保険（対人・対物），車両保険の3種類の保険
に構成されており，傷害の保険は人身傷害補償保険と搭乗者傷害保険に構成さ
れている。搭乗者傷害保険は，保険会杜が求償権を行使せず，他の保険からの
保険金支払に関係なく被保険自動車に搭乗中の全員に一定額が支払われる
ファーストパーティー型の保険ではあるが，人身傷害補償保険では擁保険自動
車に搭乗中の人が全員担保されるので，その必要性が減少することに差る。
従って，人身傷害補償保険は，被保険者保護という任意の自動車保険本来の撲
能という側面から，白損事故保険と無保険車保険，搭乗者傷害保険の一部の機
能を統含し，さらに担保範囲を拡大したものであるといえる。その緒果，自動
車保険における特約の数は，滅少の傾向にある幽。
w，結論
　日本における自動車保険の変遷は，被保険者保護という観点から，次のよう
に4つの段階に分けられる。制度の導入期（～！963年）に，被保険者保護の
ために導入された自動車保険は，損害保険業界統一約款の制定と強制保険であ
る自賠責保険の導入によって，その枠組みが出来上がった。その緒果，白動車
保険は，主に任意保険の自動車保険が被保険者保護の役割を，主に自賭責保険
が人身損害に限定した被害者救済の役割を果たしていくことになった。担保範
綱　1996年に損害保険事業総合研究所が発行した『自動車保険約款集」には，強制保陰である自賂責
保険以外にも普通保険約款4種類，特約109種類が掲載されていた邊しかし，2000隼に同研究所が
　発行した『自動箪保険鈎款剰には、強制保険である負賭責保険以州二も普適保険豹款4種頚，特
　細7種類が掲載されている蓼この2000年版は，東京海上が使用している自動車爆険約款を繕めたも
　ので，すべての絢款が縄羅しているとはいえないが，ユ996年腿に掲載されてレ吹多くの特約が掲戴
　さ矛Lていないことは確1毒撃てテさるo
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囲の拡大期（1964年～1973隼）には，自動軍保険が賠償責任と車両損害の両方
における損害の全額をてん補する保険となり，運転する自動車を特定しないド
ライバー保険も発売された。また，賠償責任保険においては，被害者救済のた
めにも，無免許・酒酔い運転なども担保され，賠債責任保険と車両保険の両方
におけるすべての過失が担保されるなど免責範囲が縮小された。多様化期
（1974年～1996隼）には，示談代行の有無によって，自動車保険が分類され
た。その結果，自動車保険は，被害者に保険会社に対する直接請求権を認め，
交通事故によって生じた紛争を保険会社が被害者と直接解決する賠償責任につ
いての免脱給付璽保険へと変貌していた。また、円滑な示談代行のために，対
人・対物賠償責任保険に，被保険者自身の損害を担保する無保険車傷舎保険・
自損事故保険，車両新価保険がセットされ，付随費用までもが支払われる総合
保険化された。この過程で，制限的ではあるが，無保険車傷害保険・自損事故
保険の新設によって，担保範囲が被保険者自身の人身損害にまで拡大された。
自由競争期（1997隼～　）には，料率と商品の両面に対して，各社による自由
競争が展開される時期である。この自由競争時期には，リスク細分型保険を中
心に料率競争が展開される一方で，被保険者保護機能をさらに拡充した人身傷
害補償保険が発売された。この人身傷害補償保険によって，日本における自動
車凍険は，被保険者自身の損害と相手方に対する損害賭償金額の全額が担保さ
れる免脱給付型総合保険化した。
　このように，日本における任意の自動車保険は，被保険者保護という機能を
中心にして発展してきたが，結果として被害者救済の役割も果たせるように工
夫されてきた。一方では，自動車保険の種類または特約により担保範囲を拡大
または縮小して保険料が調整されてきた。その緒果，多くの特約が保険料を安
くする目的で新設され，自動車保険の普及に重要な役割を果たしてきた。この
ように各発展段階で現れた自動軍保険の殆どが，それぞれ保険料に差が存在す
るため，現在も日本の保険市場で販売されている。これによって自動車保険の
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種類と特約の種類が多くなり，日本における自動車保険は，消費者にとって，
複雑で難解なものになった。このような状況下で，リスク細分型保険に対抗す
る形で発売された人身傷害補償保険は，被保険者保護という機能を中心にして
発展してきた日本における白動車保険の変遷の延長線上で現れたものであると
いえる。
（本研究は，特定課題研究助成（2000A－847）による研究成果の一部である。）
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